
花粉の少ない森林づくりに向けて
－花粉発生源対策の取組について－特集
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全
国
花
粉
の
少
な
い
森
林
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
0
2
4
が
開
催

林
野
庁
で
は
例
年
、
花
粉
発
生
源
対
策
に
関
す
る
最
新
の
取
組
を

紹
介
す
る
一
般
向
け
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
は
、
12
月
に
東
京
都
で
、（
一
社
）全
国
林
業
改
良
普
及

協
会
の
主
催
に
よ
り
、「
全
国
花
粉
の
少
な
い
森
林
づ
く
り
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
2
0
2
4
」が
開
催
さ
れ
、
約
1
0
0
名
の
方
に
ご
来
場
い

た
だ
き
ま
し
た
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
林
野
庁
か
ら「
花
粉
症
対
策
の
全
体
像
」

や「
花
粉
症
対
策
初
期
集
中
対
応
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」に
基
づ
く
取
組
を
紹

介
し
た
上
で
、
東
京
都
か
ら
、
平
成
18
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
都
の

花
粉
発
生
源
対
策
の
取
組
、（
国
研
）森
林
研
究
・
整
備
機
構
森
林
総

合
研
究
所
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
花
粉
の
少
な
い
品
種
等
の
開

発
の
取
組
に
つ
い
て
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
花
粉
量

予
測
の
た
め
の
雄
花
量
調
査
の
結
果
や
、
気
象
と
花
粉
の
関
係
、
花

粉
症
の
予
防
と
治
療
な
ど
に
つ
い
て
も
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
合
わ
せ
て
、
花
粉
発
生
源
対
策
を
促
進

す
る
現
場
で
の
取
組
事
例
を
幅
広
く
募
り
、
優
れ
た
事
例
を
表
彰
す

る
こ
と
で
、
そ
の
取
組
事
例
の
普
及
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
花
粉
の
少
な
い
森
林
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
」の
表
彰
式
を
初
め
て
実

施
し
ま
し
た
。
本
稿
で
は
、
コ
ン
ク
ー
ル
で
受
賞
し
た
林
野
庁
長
官

賞
及
び
全
国
林
業
改
良
普
及
協
会
会
長
賞
の
６
事
例
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

会場

アクセス
有楽町線・半蔵門線・南北線

▶「永田町駅」3番出口 徒歩1分
丸の内線・銀座線▶「赤坂見附駅」徒歩8分

全国町村会館
〒100-0014 東京都千代田区永田町1-11-35

●主催：一般社団法人　全国林業改良普及協会
●後援：林野庁、東京都、
（国研）森林研究・整備機構森林総合研究所
●協力：花粉問題対策事業者協議会

お問い合わせ・お申し込み先
全国林業改良普及協会
シンポジウム事務局
〒100-0014 東京都千代田区永田町1-11- 30
サウスヒル永田町
TEL 03-3500-5031
メール kafun@ringyou.or.jp
お申し込み方法（受付12月20日まで）
■インターネット
下記のURLまたは2次元コードから
お申し込みください。
https://www.ringyou.or.jp
/hukyu/detail_1914.html
■メール
次の項目を明記して事務局へお申し込み下さい
①氏名・フリガナ②性別③年齢④職業⑤電話番号 
⑥花粉症の有無

花粉症ゼロを目指す

❶主催者挨拶、林野庁挨拶
❷花粉の少ない森林づくりコンクール表彰式
❸各種講演

④花粉量予測のための雄花量調査
　　　　　　　　　　　　　 　　　　元千葉県農林総合研究センター森林研究所　所長

　　　　　　　　　　　　　　 　　　 福島 成樹氏
⑤気象と花粉
   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 気象環境研究所　主任研究員／気象予報士

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 村山 貢司氏

①花粉症と花粉の少ない森林づくり
　　　　　　　　　　　 　　　　　林野庁森林利用課花粉発生源対策企画班　課長補佐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 樽谷 宜彦氏
②花粉の少ない品種等の開発
　　　　　　　　（国研）森林研究・整備機構森林総合研究所林木育種センター　育種部長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 高橋 誠氏
③東京都の花粉発生源対策
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 東京都産業労働局農林水産部森林課　課長代理

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 宮井 遼平氏

国・県の対策

翌年の予測

個人向けの対策

⑥花粉症の予防と治療
   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 名古屋市立大学医学部　耳鼻咽喉科　教授

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 鈴木 元彦氏

花粉対策製品の展示もあります

▲主伐現場で稼働する
　先進林業機械

どなたでもご参加
いただけます

入場無料
100名募集
事前申込制全国花粉の少ない

森林づくりシンポジウム

開催日

2024.12.21（土）
開会／閉会

13:30～16:40
開場・受付開始 12:45

2024

プ ロ グ ラ ム ▲都民による植樹イベント

花粉発生源対策による新植地

も　　　　　　　　 り
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富
山
県
農
林
水
産
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
森
林
研
究
所
は
、
平
成
4 

年
に
全
国
で
初
め
て
発
見
し
た
無
花
粉
ス
ギ
を
用
い
て
、
発
生
源
対

策
の
切
札
と
し
て
の
実
用
化
に
向
け
た
試
験
研
究
を
開
始
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
無
花
粉
と
な
る
性
質
の
遺
伝
様
式
の
解
明
、
品
種
改
良

に
必
要
な
ス
ギ
精
英
樹
の
探
索
な
ど
、
地
道
に
取
り
組
み
優
良
無
花

粉
ス
ギ「
立
山 

森
の
輝
き
」を
開
発
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
苗
木
の
大
量
生
産
技
術
の
開
発
、
苗
木
生
産
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
配
布
、「
と
や
ま
水
と
緑
の
森
づ
く
り
税
」を
財
源
と
し
た
再
造

林
の
支
援
制
度
に
よ
り
、
平
成
28
年
以
降
、
富
山
県
内
の
再
造
林
は

す
べ
て
無
花
粉
ス
ギ
苗
木
に
置
き
換
わ
っ
て
い
ま
す
。

タ
マ
ホ
ー
ム
株
式
会
社
は
、
花
粉
症
で
悩
む
人
た
ち
を
減
ら
す
た

め
、
県
庁
・
森
林
組
合
と
連
携
し
花
粉
症
対
策
苗
木
の
植
林
を
支
援

す
る
こ
と
で
、
ス
ギ
花
粉
問
題
の
解
決
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
大
分
県
、
宮
崎
県
、
栃
木
県
と
協
定
を
結
び
令
和
６

年
ま
で
に
約
3
︐6
0
0
ha
、
本
数
に
し
て
約
8
0
0
万
本
の
花
粉

症
対
策
苗
木
を
植
林
し
ま
し
た
。

ま
た
住
宅
メ
ー
カ
ー
と
し
て
お
客
様
に
自
社
の
取
組
を
広
め
、
森

づ
く
り
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
、
各
県
で「
森
林
ツ
ア
ー
」

（
一
般
消
費
者
に
対
し
て
、
植
林
体
験
や
工
場
見
学
を
通
じ
て
国
産

材
を
知
っ
て
い
た
だ
く
イ
ベ
ン
ト
）を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

前人未到の無花粉スギ品種の
開発と実用化

【富山県農林水産総合技術センター森林研究所】

優良無花粉スギ「立山 森の輝き」の初植樹

森林ツアー

花粉症対策苗木の植林を推進する
協定および寄付について

【タマホーム株式会社】

林
野
庁
長
官
賞
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花粉症対策品種の選抜と実用化

【神奈川県自然環境保全センター】

全
国
林
業
改
良
普
及
協
会
会
長
賞

神
奈
川
県
自
然
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
は
、
早
く
か
ら
花
粉
症
対
策

品
種
の
選
抜
を
進
め
、
花
粉
の
少
な
い
ス
ギ
を
選
抜
し
、
全
国
初
の
採

種
園
を
造
成
し
ま
し
た
。
平
成
16
年
に
全
国
で
初
と
な
る
花
粉
の
少
な

い
ヒ
ノ
キ
を
選
抜
し
、
平
成
28
年
に
は
、
全
国
で
初
め
て
出
荷
す
る
苗

木
を
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
と
も
に
全
て
花
粉
症
対
策
品
種
に
転
換
し
ま
し
た
。

精
英
樹
家
系
の
無
花
粉
ス
ギ
「
田
原
1
号
」
を
平
成
16
年
に
発
見

し
、
平
成
22
年
の
第
61
回
全
国
植
樹
祭
に
初
出
荷
し
て
以
降
増
産
を

進
め
、
現
在
、
年
間
約
1
万
本
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平

成
24
年
に
全
国
で
初
め
て
無
花
粉
ヒ
ノ
キ
を
発
見
し
、
令
和
3
年
に

「
丹
沢 

森
の
ミ
ラ
イ
」
と
し
て
初
出
荷
し
ま
し
た
。
生
産
し
た
花
粉

の
少
な
い
苗
木
を
活
用
し
て
交
付
金
事
業
に
よ
り
43
・
1
ha 

の
県

有
林
に
植
栽
を
実
施
し
ま
し
た
。

日
本
製
紙
グ
ル
ー
プ
は
、
花
粉
量
が
一
般
的
な
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
と

比
べ
て
概
ね
半
分
以
下
と
な
る
特
定
母
樹
か
ら
生
産
さ
れ
る
特
定
苗

木
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
九
州
で
は
特
定
苗
木
の
採
穂

園
を
2
県（
熊
本
・
大
分
）、
本
州
で
は
閉
鎖
型
採
種
園
を
4
県（
秋

田
・
静
岡
・
広
島
・
鳥
取
）
で
整
備
し
ま
し
た
。
採
取
し
た
種
子
や

穂
木
を
全
国
の
生
産
者
に
提
供
し
、
協
業
体
制
を
構
築
し
て
苗
木
生

産
を
行
う
こ
と
で
、
地
場
の
雇
用
創
出
や
産
業
活
性
化
へ
の
貢
献
に

つ
な
げ
て
い
ま
す
。

生
産
し
た
苗
木
は
社
有
林
に
植
え
る
ほ
か
、
各
地
の
種
苗
組
合
を

通
し
て
林
業
事
業
者
な
ど
へ
販
売
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
令
和
12
年

ま
で
に
年
間
1
︐0
0
0
万
本
の
生
産
体
制
構
築
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ
は
、「
自
然
の
恵
み
」を
享
受
し
て
事
業
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
自
然
の
恵
み
を
次
世
代
に
引
き
継
ぎ
、
豊
か
な
社
会

の
実
現
に
貢
献
す
る
と
い
う
考
え
に
基
づ
き
、
80
年
以
上
に
わ
た
り

社
員
の
手
で
ア
サ
ヒ
の
森
を
守
り
続
け
て
い
ま
す
。
2
0
1
9
年

に
広
島
県
主
催
の
「
花
粉
症
発
生
源
対
策
普
及
イ
ベ
ン
ト
」
に
出
席

し
た
こ
と
で
、
花
粉
症
発
生
源
対
策
の
必
要
性
を
認
識
し
、
そ
れ
以

降
、
主
伐
後
の
再
造
林
で
は
少
花
粉
ス
ギ
を
植
え
て
い
ま
す
。（
植

栽
：
8
4
0
本　
2
0
2
5
年
1
月
現
在
）。

無花粉ヒノキ「丹沢　森のミライ」採穂園と採穂状況

閉鎖型採種園

「アサヒの森」赤松山に植えた少花粉スギ

特定苗木の普及拡大に向けた
採種穂園の整備と苗木生産

【日本製紙株式会社】

アサヒグループ「アサヒの森」
再造林に花粉の少ない苗を使う取組

【アサヒグループジャパン株式会社】
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2024年We Love Forestの森 植樹祭
【一般社団法人 緑の循環認証会議（SGEC/PEFCジャパン）・
森林認証促進協議会】

　
こ
の
ほ
か
、
花
粉
の
少
な
い
森
林
づ
く
り
に
貢
献
す
る
優
良
な
取

組
と
し
て
、
次
の
11
事
例
に
奨
励
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

・
花
粉
の
少
な
い
ス
ギ
挿
し
木
苗
の
効
率
的
な
育
成
技
術
の
開
発

　
【
岩
手
県
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
】

・ 

多
雪
地
域
に
お
け
る
花
粉
の
少
な
い
ス
ギ
の
選
抜
と
種
子
生
産
の

推
進【
山
形
県
森
林
研
究
研
修
セ
ン
タ
ー
】

・ 

無
花
粉
ス
ギ
の
品
種
開
発

　
【
静
岡
県
農
林
技
術
研
究
所 

森
林
・
林
業
研
究
セ
ン
タ
ー
】

・ 

花
粉
の
少
な
い
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
種
子（
特
定
母
樹
由
来
種
子
）の

生
産【
静
岡
県
経
済
産
業
部
森
林
・
林
業
局
森
林
整
備
課
】

・ 
西
伊
豆
町
有
林
に
お
け
る
主
伐
再
造
林
の
取
組

　
【
株
式
会
社
い
な
ず
さ
林
業
】

・ 

日
南
町
樹
木
育
苗
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
優
良
苗
木
の
生
産

　
【
日
南
町
森
林
組
合
・
株
式
会
社
ウ
ッ
ド
カ
ン
パ
ニ
ー
ニ
チ
ナ
ン
】

・ 

少
花
粉
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
採
種
園
の
造
成
と
種
子
の
生
産
・
供
給

【
岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
森
林
研
究
所
】

・ 

エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
等
を
利
用
し
た
再
造
林
の
啓
発
普
及

　
【
阿
蘇
森
林
組
合
】

・ 「
少
花
粉
ス
ギ
」コ
ン
テ
ナ
苗
生
産
及
び
増
産

　
【
日
之
影
町
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
】

森
林
認
証
制
度
の
S
G
E
C
/
P
E
F
C
ジ
ャ
パ
ン
と
森
林
認
証

促
進
協
議
会
は
、S
D
G
s
に
貢
献
す
る
森
林
認
証
の
拡
大
と
、「
森

と
人
間
と
の
共
生
」
が
可
能
と
な
る
花
粉
の
少
な
い
森
林
づ
く
り
を

目
指
し
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
少
花
粉
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
に
よ
る

「W
e Love Forest

の
森
」
植
樹
祭
を
令
和
元
年
以
降
毎
年
開
催

し
て
い
ま
す
。

関
係
団
体
・
企
業
や
地
域
住
民
の
皆
様
に
認
証
林
で
の
植
樹
活
動

へ
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
健
全
な
森
林
を
守
り
育
て
て

い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
体
感
・
理
解
す
る
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

・ 「
林
研
グ
ル
ー
プ
が
森
林
組
合
と
協
働
で
少
花
粉
ス
ギ
コ
ン
テ
ナ

苗
を
生
産
」そ
れ
か
ら「
再
造
林
」

　
【
都
城
森
林
組
合
・
都
城
コ
ン
テ
ナ
苗
等
生
産
部
会
】

・ 

カ
ラ
マ
ツ
の
植
林
に
よ
る
多
様
な
森
林
づ
く
り

　
【
日
南
町
森
林
組
合
】

お
わ
り
に

　
ス
ギ
花
粉
症
の
有
病
率
は
、
既
に
国
民
の
４
割
以
上
に
達
し
て
お

り
、
森
林
・
林
業
関
係
者
に
は
、
花
粉
飛
散
量
の
削
減
に
向
け
て
、

花
粉
の
少
な
い
森
林
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
林
野
庁
で
は
、
引
き
続
き「
花
粉
症
対
策
の
全
体
像
」及
び「
花
粉

症
対
策
初
期
集
中
対
応
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
基
づ
く
花
粉
発
生
源
対
策

の
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
は
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

「We Love Forestの森」植樹祭

奨
励
賞

花粉の少ない森林づくりコンクール受賞者の表彰
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